






















































準備 担当者が教案と補助教材を作成 Oメ【ルやミーティングでその内容について全員で磁 忍噸 討0
実践 (ー0) 当日の授業の最終確認 ､前回の授業報告 ､次回の教案確認 ､担当教員の指摘 .指導 O
発音 3…4B 担当教員による一斉授業の後､ 留学生への音声指亀



















































JO 情意 42 13.7%










G K 学習項目 39 12一7%
G Y 外的要因 26 8.5%









カテ ゴ リ■ コメン ト数 %
FB フイ■ ドバ ック ll 25 1
J U
授 業 運 営 ー 練 習 方 法 ー0 2 3 %
≠ 弁 別 判 断 力 6 11%
】 クラス コン トロー ル 3 7%
【 音 声 指 導 方 法 4 9%





















① ー ミニマルペアクイズ:問題の語が単純すぎたO もつと難しい漢鞘 吾なら満足感が得られたのではないかO
② ー 練習がおなじパターンで単調0




話しことばに慣れていない人もいるので､ 以下は､ 鼎 を踏んで導入した0 わかりやすかつたようだ< 例 ‥～ちやおう
(ちゃう→ちやおう)､ ～てこう(てく→てこう)､ ～とこう(とく→とこう)､ ～たげよう(たげる→たげよう)>
⑦ 4 単調になりがちな練習な上､話し言葉をよく使っている人は退屈そうだった0
⑧ 4 場面を設定し､ 場面に合った話しことばを言わせる練習を取り入れたら､ 少しは活気が出た0




































課 コ メ ン ト (感想■反省)
① 1 皆発音できていたように思つたが ､後でテ【プを聞くと誤りがもつとあったことがわかった○その場でブ接 して聞く必要がある0
r>' 1 5 一棟音 できているのにもう■度練習させてしまった O
③ 3 コ【ラスでは上手にできている感じがしてしまうが ､S に■人ずつやつてもらうと意外と難しい 0やはり確言忍が必要と思われた 0
>4~ 5 しかし､ アクセントがどこがまちがつているのかこちら側が判断できないことは問題だと感じた0
⑤ 7
【活動】で､学習者の話の中の発音の誤りがあまりなかったように思い訂正しなかつたが ､ 後でテープを聞くと誤りが他 こもたくさん
あった 0単語や短い文章の中よりも､ もう少しまとまった話の中で出てくる誤りに気づきにくいことがわかった Oその場でよく注意し
て聞き､訂正できるようにしたいO




課 コ メ ン ト (感想■反省〉
J ､ 1 学生の間違いを指摘することは出来ても､適切な指導が出来ず､モデル音声を提示することしか出来なかった○
② 1 私が聞き逃した間違いを指導教員に指摘してもらった0
③ 1 B /C のカタカナ語のアクセントの最後が上がっているように聞こえるのを指摘できていなかった○
④ 2
朝 吾レベルの発音がしっかりできていないと､Q /A 練習でもできるはずがなく､また訂正も難しく､ 見逃している箇所もあったO 発
音の時間である以上､ 十分な単語 レベルの練習は重要であると感じたO
⑤ 2 文字起こしにより､ 自分の発話の問題点が見えた0
⑥ 3 誤用を聞き逃さない0
⑦ 4
但し､ 録音したものを学習者と一緒 ニ聞きながらフイ【ドバックするというのは難しい0 この報告シートを書くため､再度聞きなお
してみ ると､指摘不足であった0
⑧ 8 学習者の発話でも､ 既習項目のアクセントはもつと指導した方がよかつたO
⑨ 8
自分の発音については学習項目だけではなく､他の要素の発音にもつと気をつけるべきだった0 授業では学習項目に集中させる
としても､ 院生はモデルとして発話をしているので､他の項目も完聖に発音するのが､信相 生の面でも､ 学習者の習御 )面でも
望ましいだろう○前もってもつと予習をして自分のアクセントには厳しくなる必要があると思った0








2 知識はあるが､ 誤 りに気づけない0
3 その場での瞬時の判断ができず､ 指導につながらない0
4 誤 りが判断できるが､ 的確な指導方法がわからない0
5 誤 りが判断できるが､ 的確な指導を行 うことができない○





















































課 コ メ ン ト (感想■反省)
① 3 普段は淵 芸に読めることばでも､ 手拍子をつけながら言放 }とそのリズムに合わせ られず苦戦しているようだった0






















課 コ メ ン ト (感想事反省)
① 3






アクセントの問題もあつたが ､ 今回の学習内容に;.攻 を集中するように､ それは特に指摘せず ､ デモ→リピ小 の
みにとどめた 0
㊨ 2
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